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１.中央市総合防災公園の概要 
 

現在、中央市では市役所の北側に中央市総合防災公園の整備を進めています。 

中央市総合防災公園は、面積約 5.1ha で都市公園（地区公園）に指定されており、リニア中央新幹

線の整備による田富ふるさと公園の一部学校用地への利用転換に伴い、その代替公園として計画され

た公園となります。 

公園整備にあたっては、「中央市第１次長期総合計画後期基本計画」にある「核となる新たな総合運

動公園等の検討」をふまえ、田富ふるさと公園の廃止区域に設置されていたグラウンドや体育館等を

計画し、田富ふるさと公園の代替機能の確保・機能強化を図っていきます。 

また、これまで市内には災害発生時に防災拠点として活用できる公園がなく、一時避難地、救助・

復旧のための活動拠点、応急仮設住宅の建設地などの避難拠点として利用できる公園を整備すること

が課題となっていたことから、災害時の防災拠点としても利用できる整備を合わせて計画しています。 

 

■中央市総合防災公園の位置 
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２.中央市総合防災公園の主な施設 

中央市総合防災公園は、概ね方形の敷地形状で東西方向にリニア中央新幹線が計画されており、大

きく北エリアと南エリアに分かれる公園となります。 

公園に整備する主な施設の概要は下記のとおりとなります。 

 

①多目的広場[北エリア] 

・多目的広場は北エリアの西側に配置し、市民の健康増進、体力向上、憩いの場やイベント会場と

して活用できるよう、西側がサッカーエリア、東側が芝生エリアの広々としたオープンな広場を

計画しています。 

・災害時には…緊急用ヘリコプター等の離発着場(芝生広場のみ)または一時避難地のほか、応急仮

設住宅建設地としての利用が想定されています。 

 ※ただし、応急仮設住宅の建設に着工すると同時に緊急ヘリコプター等の離発着場については  

利用不可となります。 

 ※応急仮設住宅については、災害に応じて建設の可否が決定するため、建設しない場合について

は、緊急ヘリコプター等の離発着場(芝生広場のみ)としての利用が想定されます。 

 

②スポーツ広場[北エリア] 

・スポーツ広場は、市民の健康増進、体力向上、またスポーツを通じた地域間交流等を目的に、バ

スケットボールの 3on3やフットサル、テニスなどができる広場を計画しています。 

・災害時には…一時避難地や応急仮設住宅建設地としての利用が想定されています。 

 ※応急仮設住宅の建設に着工すると同時に一時避難地としての機能は解除されます。 

※応急仮設住宅については、災害に応じて建設の可否が決定するため、建設しない場合について

は、一時避難地としての利用が想定されます。 

 

③遊びの広場[北エリア] 

・遊びの広場は北エリアの中央部に配置し、幼児から小学生くらいを対象とした遊具や井戸水を利

用した流れなどを設け、子供を中心に家族連れでも楽しめる場を計画しています。 

・災害時には…一時避難地としての利用が想定されています。 

  ※防災シェルターA・B は、災害発生時にはテントを取付けることで休憩所等などの個室として、

児童用・幼児用の複合遊具は簡易的テントとしての利用が想定されます。 

また、かまどベンチはベンチの中にかまどが収納されているので、災害時には炊き出し用のか

まどとして、また、ソーラー照明灯やソーラー付パーゴラベンチなど、電源をソーラーチャー

ジできるものについては、避難者やボランティアの携帯電話等の充電機能としての利用が想定

されます。 

     ※井戸水の利用については、基本飲料水としての利用は不可とします。 

       

④桜の広場[南エリア] 

・桜の広場は南エリアの中央部から西側に配置し、公園南側の開放的な雰囲気の中でゆったりと過

ごせるよう、神代桜を中心に市の木でもある桜に囲まれた芝生広場を計画しています。 

・災害時には…物資の荷捌きスペースまたは一時避難地としての利用が想定されています。 

 ※リニア中央新幹線が完成しないと利用ができない。このことから、完成までの間、災害発生時

には機能しない。 
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⑤市民体育館(公共施設建設予定地)[南エリア] 

・市民体育館は、周辺からアクセスしやすい南エリアの東側に配置し、市民の健康増進、体力向上

に寄与する屋内スポーツ活動やイベント会場等で利用できる体育館を計画しています。 

・災害時には…食料物資等集積場または一時避難地としての利用が想定されています。 

※現在公共施設建設予定地である。このことから、完成までの間、災害発生時には機能しない。 

※現在公共施設建設予定地であることから、現在更地となっているため、災害発生時には、一時避

難地として利用可能。 

 

⑥園路 

 ・公園へのアプローチや園内の円滑な移動に配慮し、公園内を大きく一周できる園路を計画してい

ます。 

・また、公園内を一周回遊できる園路に加え、公園北エリアを一周回遊できる園路も整備し、散歩

やウォーキング、ジョギング等も楽しんでもらえるようにしています。 

・リニア中央新幹線によって大きく２つのエリアに分断されているため、公園北エリアと公園南エ

リアとをつなぐセンタープロムナードを公園中央に配置し一定数のベンチも設け移動の場とと

もに憩い場としても利用できるようにしています。 

 

⑦駐車場 

・駐車場は、各拠点施設近隣に分散して配置し、利用者の利便性に配慮した計画としています。 

 ※災害発生時には、一時避難者の駐車場となるが、応急仮設住宅の入居者が確定したところで、 

入居者の駐車場となる。 

 

   ⑧駐輪場(災害対応屋外トイレ付) 

    ・駐輪場は、公園中央部に配置しています。 

     ※災害発生時には臨時トイレとしての利用が想定されます。 

 

   ⑨公衆トイレ(汲み取り機能付) 

    ・公衆トイレ(汲み取り機能付)は、各拠点施設近隣に分散して配置し、利用者の利便性に配慮した 

計画としています。 

     ※災害時発生時には、汲み取りトイレとしての利用が想定されます。 
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３.整備を予定する防災関連施設 

想定している災害時の利用ができるよう防災関連施設として以下の施設整備を予定しています。 

 

■整備する防災関連施設一覧-1 

 

施設名 防災面での効果 

・散水設備 ・災害時の多目的広場利用にあったて土埃を防止する。 

・地下水用貯水槽 ・井戸水を貯水し断水時の生活用水として利用する。 

・流れ（手押しポンプ） ・井戸水を利用し断水時の生活用水として利用する。 

・ソーラー照明灯 

・停電時の園内の明るさ確保。 

・避難者やボランティアのスマートフォン充電のための電源

確保。 

・ソーラー付パーゴラベンチ 

・災害時には、休憩所やブルーシート等を利用した簡易的な

救護所として利用する。 

・避難者やボランティアのスマートフォン充電のための電源

確保。 

 

・防災シェルター 

・災害時にはテントを取付けることで、休憩所、支援物資の

保管・仕分け場所等に利用する。 

 

・ベンチ/サークルベンチ 

・災害時には、休憩所や応急手当のベットスペース等として 

また、基礎部や下部を小規模な機材の収納スペース等とし

て活用する。 
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■整備する防災関連施設一覧-2 

 施設名 防災面での効果 

・かまどベンチ ・ベンチの中にかまどを収納がされており、災害時には炊き

出し用のかまどとして利用する他、ベンチ本体も休憩所と

して利用する。 

 

・公衆トイレ（汲み取り機能付） ・停電や断水時には汲み取り式トイレとして利用する。 

・災害対応屋外トイレ(マンホ

ールトイレ) 

・停電や断水時の臨時トイレとして利用する。 

 

・備蓄倉庫 ・災害対応に関する備品類を収納する。 

・各種サイン ・利用者の円滑な誘導や災害時の利用案内等に利用する。 

・防球ネット ・利用者の安全対策や災害活動の円滑化のため領域を区分す

る。 

・各種遊具 ・避難者（子供）のこころのケアを目的に平常時と同様に遊

び場を提供する。 

・ブランコ、複合遊具は躯体を活かし、ブルーシート等を用

い臨時テント（休憩所等）として利用する。 

 




